
№ テーマ

会社・事業所名（フリガナ） 発表者名（フリガナ）

　　　　　サ　ー　ク　ル　　名 （　フリガナ　） 発　表　形　式

プロジェクター

年 月

名 内　

回

時間

2021年　6月　～　2021年　12月 回

勤続 年

障がい者雇用の推進

三重精機
ミエセイキ

株式会社
カブシキガイシャ

岡田
オカダ

　崇
タカ

義
ヨシ

メ ン バ ー 構 成 8 会 合 は 就 業 時 間

はじめにサークルの紹介です。サークル名は「K・I」で
昨年の経営企画室とＩＳＯのサークル名をそのまま引き継ぎ、
メンバーは昨年とほぼ同じ構成となっています。

ＱＣサークル紹介 　　Ｋ・Ｉ　　　　　　　　（　　　　ケイ・アイ　　　　　　）

本 部 登 録 番 号 サ ー ク ル 結 成 年 月 2019 4

私たち三重精機株式会社は、
桑名市で創業して今年で85年を迎え、
1/1000mm単位で金属バー材を切削加工・研削加工できる
技術力を強みとして、自動車精密部品を中心に製造している会社です。

まずは活動開始前のサークルレベルの評価です。
部署は違えど、普段から同じ事務所内で働いているメンバーで、
人間関係とチームワークは良好です。

一方で、QC活動が初めてというメンバーもおり、
サークルレベルはご覧の「Ｃ」のポジションとなります。
今回の活動を通して、QC活動への理解を深め、Ｘ軸・Ｙ軸ともに向上を目指します。

次に【テーマ選定】です。

まずは「各メンバーの困り事」「1人では解決が難しい事」という観点で、
自由に意見を出すところから始めました。

会合の中で、テーマ候補として全30件もの案が出揃い、
緊急度、重要性、効果(コスト)の検討した結果、上位3項目に絞り込みました。
ご覧の3つが上位の結果となりましたが、ワクチン職域接種に関しては、
総務業務として最優先で進める必要があったためテーマから除外。
次に緊急度の高い「障がい者雇用の推進」を今回のテーマとすることが決定しました。
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以上の現状把握から、今回の活動目標は、
『年内に経営管理部で障がい者を1名採用する！』と設定しました。

「経営管理部で」と敢えて限定したのは、会社全体の課題を他責に
するのではなく、まずは自部署から模範を示していきたかったからです。

続いてフィッシュボーン図を用いて、
「障がい者を採用できない」の特性から【要因解析】を行いました。

【人】の面では、
「障がいに関する知識がない」
「心の準備ができていない」、
【場所・設備(ハード)】の面では、
「バリアフリー非対応」が主要因として挙げられました。

テーマが決まり、次は【現状把握】です。

まずは「障がい者雇用推進が求められる理由」について認識を深めました。
「多様性(ダイバーシティ)」、「ＣＳＲ(企業の社会的責任)」、
最近よく耳にする「ＳＤＧｓ」といった観点からも、
企業が障がい者雇用を推進することには大きな意義があることがわかりました。

次に、「障がい者雇用を取り巻く環境」について調べました。
先程の社会的な背景を受け、「従業員数に対して障がい者を何％以上
雇わなければいけない」という法律があり、この割合を「法定雇用率」といいます。

この法定雇用率に満たない場合、国に不足1名あたり月額5万円を納める
必要がある。
逆に法定雇用率を超えている場合、国から1名あたり月額2.7万円を受給できます。
さらに昨年3月に、この法定雇用率が2.3％に引き上げられたことで、
ますます厳しい状況となっています。

次に「三重精機の障がい者雇用状況」について調べた結果を
グラフにまとめました。

左側ピンク色の棒グラフが実際の障がい者雇用数、
右側緑色の棒グラフが法定雇用数となります。

直近２年間は法定雇用数に満たない状況が続いており、
障がい者雇用推進が急務と言うことがわかります。

以上も踏まえて、
社会情勢的に法定雇用率の引き上げは今後も続くことが確実です。
受入体制も、施設などハード面、心の準備などソフト面ともにまだまだ
整っていない。

さらには、三重精機の障がい者求人がハローワークのみの公開で、
一般に広く知られていないのが現状です。
これらの現状把握から、三重精機が法定雇用率を達成するには
厳しい状況であることが再認識できました。



対策③は、「会社HPで障がい者雇用の実績・取り組みをアピールする」です。

これまで三重精機HPでは、障がい者雇用の実態について
全く触れられていなかったため、募集概要および雇用実績を掲載することで、
求職者へ広くアピールできる工夫の改善を実施しました。

対策④は、
「今後入社される障がい者のための作業マニュアル・チェックリスト作成」です。

これまでにも障がい者を受け入れてきましたが、専用のマニュアルは整備されておらず、
作業を指導する人によって指示内容が異なっていたため、
障がい者の方の混乱を招いてしまっていました。

そこで、今回は清掃手順マニュアルや作業チェックリストを作成し、
今後入社が決まった際に活用できるよう準備を進めました。

続いて【環境(ソフト)】の面では、
「作業の切り分けができない/難しい」、
【方法(採用手法)】の面では、
「求人公開がハローワークのみ」が主要因として挙げられました。

【対策の検討】です。
要因解析で挙げられた5つの主要因から、
障がい者を採用するにはどうしたらよいかの対策を、
系統マトリックス図を用いて評価し対策案を検討しました。
検討の結果、ご覧の計7つの対策案が選ばれたため、
メンバーをグループ分けして分科会の形で進めることにしました。

対策①として、「障害者手帳取得」のメリット/デメリットについて
意見を出し合い資料を作成しました。

目的は、制度について知りたい/障がい者認定を検討中と申し出てきた
社員がいた場合に備え、メリット/デメリットをまとめた資料を作成しておくことで、
すぐにお渡しして参考にしてもらえるように準備を進めました。

対策②として、「毎年1名、最短で2年後からの採用枠確保」を目標に、
くわな特別支援学校へのアプローチを行いました。

ハローワークの求人情報のみというこれまでの受け身の姿勢から、
現地・現物で、学校職員3名とQCメンバー2名がお互いに
会社見学・学校見学を行って交流することで良好な関係性を築き、
より理解度を深めることで採用枠確保の糸口をつかむことができました。



今回入社していただいた従業員に対策の効果を聞いてみたところ、
「支援団体へのアプローチ」
「インタビューチラシ作成」
「しごとサポーター養成講座実施」
これら3つの対策が特に有効であることがわかりました。

今回は経営管理部、Ｋ・Ｉサークルでの小集団活動のスタートでしたが、
「受け入れる側の心の準備」
「雇用前に職場実習を受け入れてお互いに見極める」
といった、障がい者雇用推進に取り組む空気や風土を醸成、
ノウハウを得られたことは、大きな収穫となりました。

対策⑤は、
障がいについて理解を深める「しごとサポーター養成出前講座」の実施です。

今回新たに本社工場で2回、大安工場で1回、外部講師による出前講座を
企画しました。
障がいの種類・接し方などについて、参加したサークルメンバーをはじめ
障がい者と実際に接する主要社員も理解を深めることができました。

対策⑥は、
実際に活躍されている従業員の生の声を伝える「インタビューチラシ」の作成です。

インタビュー・撮影の時間を設け、結果、ご覧のようなチラシが完成し、
実際に「障がい者ミニ面接会」でも求職者の方へお渡しして、
応募のきっかけとなるなど、対策は障がい者（求職者）に好評を得ました。

サークルメンバー全員で社内外関係部署に協力し改善を実施してきた結果、
12/1入社で経営管理部において1名を採用することに成功！
目標達成です！！

その結果、社会的に求められている法定雇用率の遵守に貢献できたと思います。

対策⑦は、各種支援団体へのアプローチです。

ハローワークとは以前から密な関係性を築けていましたが、
その他の公的機関には接触できていませんでした。
しかし今回初めてアプローチしたことが実を結び、
実習受入の連絡をいただける関係性を築くことができました。

また10/12開催の「障がい者ミニ面接会」において出会った２名から応募があり、
その２名について関係部署・支援機関の協力も得て入社前に職場実習を
受け入れる体制ができました。



最後に、後日談もお伝えさせてください。▼
実はQCサークル活動期間中に清掃スタッフとして応募のあった方について、
派遣スタッフが中々定着しない現場（俗称：水すまし）があったため、
本人と現場に打診して選考を行ったところ、
▼マッチング成功。
▼1/10付けで採用することに成功しました！
今回のサークル活動を通して、実質2名を新たに採用でき、
社会貢献にもつながったということを最後にご報告させていただきます。▼

以上で、▼Ｋ・Ｉサークルの発表を終わります。
ご清聴ありがとうございました！

続いてこちらは今回の取り組みの付帯効果金額としまして、
今後定着していただければ年間60万円の会社負担減につながり、
また、障害者トライアル助成金36万円も受給可能なため
合計すると、今回1名の採用で96万円の利益が見込まれ、
会社に貢献することができます。

続いて【歯止め】です。
せっかく苦労して採用できたとしても、すぐに退職されてしまっては意味がありません。
長期にわたり活躍していただくため、障がい者に合わせたフォローを行っていくことが
重要です。
さらには、新たに採用するための努力を絶やさず継続していく必要があると
考えています。

今回の活動を振り返り、目標を達成できたこともあり、
【反省】としてこれら良かった点が多く挙がりました。

特に、サークルメンバー全員で役割分担して当事者意識を持って対策を実施
できたことで、今回の目標が達成できたと考えます。

「標準化と管理の定着」としまして、
入社いただいた方のカルテを作成し、関係部署や支援機関とも共有することで
周囲がサポートできる形に持っていきたいと考えています。

さらには、現場の仕事内容をより深く理解する努力を続け、
その方に合わせて作業を切り分けるなど最適なマッチングを継続する。

他にも、一部の部署で実施した「しごとサポーター養成出前講座」について、
未受講の方も学べる機会を増やし、会社全体での受入体制を整えたいと
考えています。


